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平成 28年度予算総額 137 億円
一般会計 の内訳78 億円

人件費
11 億 7806 万円
　（15.2％）

物件費
施設の維持管理費
11 億 8683 万円　

（15.3％）

補助金など
17 億 9013 万円
　（23.0％）

公債費
借金の返済
10 億 7937 万円
　　（13.9％）

積立金、貸付金など
1 億 9056 万円（2.4％）

特別会計への繰出金
4 億   1869 万円　

（5.4％）　

投資的経費
道路や公営住宅の整備など
9 億 1596 万円

（11.8％）

維持補修費
2 億 1795 万円

（2.8％）

扶助費
児童手当や医療費助成など
　7 億 8845 万円（10.2％）

町民税
固定資産税など
12 億 4685 万円（16.0％）

国からの運営費
34 億 7730 万円（44.6％）

借金
7 億 3850 万円
  （9.6％）

国や道からの補助金
15 億 3877 万円

（19.8％）

利用料・保育料
給食費など
 7 億 6458 万円
　（10.0％）

財　源 使いみち

支出
義務的経費
（39.3％）その他経費

（48.9％）

投資的経費
（11.8％）

自主財源
（26.0％）

依存財源
（74.0％）

収入

３月 2日～ 18日

第２回定例会
　第２回定例会は、３月２日から 18 日までの 17 日間の
会期で開かれました。
　町長から新年度の町政執行方針、教育長からは教育行
政執行方針がそれぞれ表明され、平成 27 年度補正予算、
平成 28 年度各会計予算、条例改正など 38 議案を慎重に
審議し、いずれも原案どおり可決しました。
　一般質問では、6人の議員が雇用支援や TPP 対策、教
育施策など、町政全般について問いただしました。

　平成28年度各会計予算審査特別委員会（藤本光行委員長）は３月14日から４日間開催し、
付託された全９会計の予算を慎重に審査しました。
　一般会計、６つの特別会計、水道事業会計、下水道事業会計合わせて137億366万円となり、
すべて原案のとおり可決しました。

平成２８年度予算を可決



3 くりやまぎかいだより№ 147

会　計　名 予算額 対前年度比
　一　般　会　計 77 億 6600 万円 △ 1.9％
　特　別　会　計

国 民 健 康 保 険 20 億 3345 万円 △ 2.0％
北海道介護福祉学校 1 億 1293 万円 △ 14.2％
介 　 護 　 保 　 険 13 億 8763 万円 0.2％
後 期 高 齢 者 医 療 1 億 8668 万円 △ 4.0％
住 宅 団 地 造 成 2500 万円 △ 48.2％
工 業 団 地 造 成 2 億　835 万円 1,330.0％

小　　計 39 億 5404 万円 2.8％
　企　業　会　計

水 　 道 　 事 　 業 8 億 2389 万円 △ 2.5％
下　水　道　事　業 11 億 5973 万円 △ 20.0％

小　　計 19 億 8362 万円 △ 13.5％
合　　計 137 億　366 万円 △ 2.5％

平成 28 年度各会計の当初予算

区　　分 金　　額

借金（町債） 109 億  2967 万円

（一般会計平成 27 年度末見込み）
町の借金（町債）と貯金（基金）

貯金（基金） 14 億 589 万円

財政調整基金 4 億 6538 万円
ふるさと応援基金 1 億 3611 万円
土地開発基金 2 億 1744 万円
文化振興基金 9359 万円
子ども夢づくり基金 1793 万円
備荒資金組合積立金 3 億 9233 万円
その他基金 8311 万円

町
の
仕
事
や
、
そ
れ
に
必
要
な
お
金
の
使
い
方
を
審

査
す
る
予
算
委
員
会
。
１
年
間
の
町
政
を
決
め
る
大

切
な
委
員
会
で
す
。
本
委
員
会
は
３
月
14
日
か
ら
17

日
ま
で
の
４
日
間
に
わ
た
り
審
査
し
ま
し
た
。
い
く

つ
か
の
質
問
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
祭
と
は

寄
附
者
を
招
い
て
事
業
展
開
を

ふ
る
さ
と
納
税
感
謝
祭
の
具
体
的
な
内
容
は
。

栗
山
町
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
に
平
成
27
年
度
中

に
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
附
を
さ
れ
た
関
東
圏
約
６
千
名
を
対

象
に
案
内
・
募
集
を
行
い
、
抽
選
で
40
名
を
栗
山
町
に
招
く
。

町
（
街
並
み
、観
光
地
、ち
ょ
っ
と
暮
ら
し
施
設
等
）
の
案
内
、

ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
、
移
住
・
定
住
相
談
や
特
産
品
の

提
供
者
と
の
交
流
を
10
月
上
旬
に
実
施
予
定
。

ＱＡ

 

六
価
ク
ロ
ム
対
策
工
事
の
経
緯
は

 

ク
ロ
ム
汚
染
水
の
流
出
を
確
認

六
価
ク
ロ
ム
対
策
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
は
。

昭
和
63
年
以
降
ク
ロ
ム
の
検
出
が
な
か
っ
た
旧
湯
地
ご
み
捨

て
場
の
地
先
か
ら
平
成
25
年
11
月
に
汚
染
水
が
流
出
し
て
い

る
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
。
調
査
の
結
果
、
ク
ロ
ム
汚
染
水
の

流
出
が
確
認
さ
れ
た
た
め
基
準
値
未
満
に
ク
ロ
ム
処
理
を
行

う
機
器
設
置
及
び
処
理
棟
を
建
設
す
る
。

ＱＡ

御
大
師
山
展
望
デ
ッ
キ
の
解
体
は
平
成
29
年
度
だ
が
、
周
辺

整
備
は
計
画
的
に
。

町
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
あ
る
御
大
師
山
を
よ
り
魅
力
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
、
周
辺
整
備
を
第
６
次
総
合
計
画
に
載
せ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
昨
年
10
月
に
設
置
し
た
「
御
大
師
山
周
辺

整
備
環
境
事
業
関
係
団
体
連
携
会
議
」
が
計
画
書
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
こ
こ
数
年
の
中
で
整
備
す
る
。

 

御
大
師
山
周
辺
の
整
備
を
計
画
的
に

 

数
年
の
中
で
計
画
的
に
整
備
を

ＡＱ

平成２８年度予算審査特別委員会

各
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

ＡＱ

 

浄
化
槽
法
適
用
移
行
と
は

 

合
併
浄
化
槽
を
町
管
理
へ

個
人
設
置
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
町
の
管
理
と
す
る
意
味
と

費
用
負
担
は
。

下
水
道
や
集
落
排
水
の
処
理
は
、
町
の
大
き
な
仕
事
で
あ
る
。

個
人
設
置
の
合
併
処
理
浄
化
槽
の
寄
附
を
受
け
、
町
の
財
産

と
し
法
定
点
検
な
ど
適
正
な
管
理
の
下
、
き
れ
い
な
排
水
処

理
に
取
り
組
む
。
費
用
負
担
は
、
下
水
道
料
金
と
し
て
徴
収

し
市
街
と
の
公
正
性
を
確
保
す
る
。

質　

疑

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
フ
ァ
ー
ブ
ル
の
森
観
察
飼
育
舎
移
設

の
予
算
計
上
な
い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
。

経
費
的
な
関
係
か
ら
飼
育
舎
の
構
造
見
直
し
や
建
設
当
初

か
ら
関
わ
り
の
あ
る
専
門
業
者
に
利
活
用
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
。
ま
た
、
関
係
団
体
等
と
協
議
の
う
え
補
正
予

算
と
し
て
対
応
。
平
成
29
年
度
着
工
、
平
成
30
年
４
月
を

目
途
に
移
設
を
計
画
。

ＱＡ 観
察
飼
育
舎
の
移
設
は

平
成
30
年
４
月
を
目
途
に
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友
成
委
員　

予
算
は
、
直
接

住
民
の
生
活
を
左
右
す
る
も

の
で
公
平
な
も
の
。
町
長
を

中
心
に
職
員
全
員
が
社
会
経

済
、
財
政
事
情
な
ど
議
論
の

結
果
、
英
知
の
結
集
と
認
識

反
　
対

賛
　
成

ＱＡ

千
葉
委
員
が

海
外
視
察
費
に
修
正
動
議

千
葉
委
員
は
、
特
別
職
の
海
外
視
察
費
が
第
６
次
総
合
計
画
な
ど

に
掲
載
が
な
い
。
毎
年
多
額
の
予
算
を
使
う
こ
と
自
体
に
違
和
感

を
覚
え
る
と
し
て
、
予
算
減
額
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数

の
た
め
否
決
さ
れ
ま
し
た
。（
賛
成
２
人
・
反
対
８
人
）
な
お
、
修

正
動
議
へ
の
討
論
は
左
記
の
と
お
り
。

平成２８年度予算審査特別委員会

用
地
購
入
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
こ
の
土
地
を
購
入

す
る
の
か
。

昨
年
、
土
地
開
発
基
金
で
先
行
取
得
し
た
土
地
を
、
一
般
会

計
が
取
得
す
る
こ
と
で
起
債
や
補
助
金
の
活
用
が
可
能
と
な

る
た
め
、
財
政
的
な
手
続
き
と
し
て
予
算
計
上
。

現
在
の
駅
周
辺
整
備
の
内
容
と
進
捗
状
況
は
。

昨
年
、
先
行
取
得
し
た
用
地
に
係
る
道
路
の
新
設
と
駐
車

場
の
整
備
及
び
菊
水
通
拡
幅
の
調
査
設
計
。

　

来
年
度
以
降
は
調
査
設
計
に
係
る
整
備
、
さ
ら
に
は
3

年
後
に
多
目
的
広
場
の
整
備
事
業
を
予
定
し
て
い
る
が
詳

細
は
未
定
。

 

教
師
の
指
導
力
向
上
の
た
め
に

 

明
確
な
目
的
を
意
識
し
た
各
種
取
組
み
を

Ｑ
昨
年
の
学
力
テ
ス
ト
は
、
特
に
小
学
校
に
お
い
て
全
国
、

全
道
、
管
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
劣
っ
た
結

果
と
な
っ
た
が
、
教
師
の
指
導
力
に
も
原
因
が
あ
る
の
で

は
。
教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
に
加
え
、
様
々
な
授
業

形
態
を
取
り
入
れ
、
学
力
向
上
の
た
め
教
師
の
積
極
的
な

研
修
参
加
を
進
め
る
。
ま
た
、
教
育
振
興
会
の
公
開
授
業

研
究
会
実
施
に
よ
り
指
導
力
向
上
も
図
り
た
い
。

Ａ ＱＡ

議　件　名
結

果

大

西

友

成 

楢

崎 

佐

藤 

重

山 

置

田

大

井

千

葉 

土

井

三

田

藤

本

平 成 28 年 度
一般会計予算

可
決

○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○ ー

反
対

 
駅
周
辺
整
備
の
内
容
と
進
捗
状
況

一
部
実
施
、
詳
細
は
こ
れ
か
ら

修
正
動
議

討
　
論

重
山
委
員　

海
外
視
察
の
結

果
、
ど
の
施
策
に
反
映
さ
れ

た
か
見
え
な
い
。
国
内
に
も

先
進
的
な
取
組
事
例
が
あ

る
。
町
民
目
線
で
考
え
た
場

合
、
町
民
に
理
解
は
得
ら
れ

な
い
。

大
西
委
員　

町
長
や
職
員
の

海
外
視
察
は
、
見
聞
を
広
め

色
々
な
こ
と
を
考
え
町
政
に

お
け
る
施
策
づ
く
り
の
た
め

に
情
報
を
得
る
こ
と
は
、
非

常
に
意
義
が
あ
る
。

楢
崎
委
員　

グ
ロ
ー
バ
ル
な

時
代
。
海
外
に
目
を
向
け
る

こ
と
が
大
切
。
町
長
一
人
で

は
な
く
職
員
も
海
外
研
修
す

る
こ
と
は
、
職
員
を
育
て
る

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
責
任
で

あ
る
。

賛
成

採
　
決

重
山
委
員　

後
期
高
齢
者
医

療
に
関
連
す
る
全
て
の
予
算

に
反
対
。

　

福
祉
、
教
育
の
政
策
面
で

前
進
し
た
部
分
は
評
価
す
る

が
、
財
政
事
情
が
厳
し
い
中

で
理
事
者
の
海
外
視
察
は
、

納
得
で
き
な
い
。
国
民
年
金

の
満
額
支
給
の
年
額
が
、
首

長
の
一
月
分
の
報
酬
よ
り
低

い
と
い
う
中
で
住
民
目
線
に

立
て
る
か
が
重
要
で
、
住
民

の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。

　

子
育
て
支
援
策
も
進
ん
だ

が
、
情
報
が
行
き
渡
っ
て
い

な
い
中
で
給
食
費
負
担
金
の

値
上
げ
や
次
年
度
に
予
定
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
医
療
な
ど

の
新
た
な
住
民
負
担
を
認
め

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

す
る
。
町
長
の
提
案
し
た
予

算
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
を
約
束
す
る
も
の
で
極
端

に
異
常
な
も
の
で
な
い
限
り

一
部
に
反
対
と
い
う
理
由
で

否
認
す
る
こ
と
は
、
町
民
の

た
め
の
予
算
の
執
行
が
で
き

な
く
な
る
。
予
算
案
は
総
体

的
に
基
本
計
画
、
実
施
計
画

に
基
づ
い
た
編
成
で
あ
る
と

判
断
す
る
。

※藤本委員は委員長のため採決に加わっていません。
※千葉委員は棄権しました。
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委
員
会
活
動
レ
ポ
ー
ト

行
政
側
か
ら
提
案
さ
れ
る

課
題
が
多
岐
に
わ
た
る
た

め
、
課
題
別
に
少
人
数
の

常
任
委
員
会
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。

委
員
会
で
は
、
議
案
の
審

査
だ
け
で
な
く
町
民
生
活

に
深
く
関
わ
る
こ
と
を
調

査
研
究
し
政
策
提
言
に
つ

な
げ
ま
す
。

総
務
教
育
常
任
委
員
会

ふ
る
さ
と
納
税

町
の
自
主
財
源
の
確
保
の
み

な
ら
ず
、
地
元
産
品
の
Ｐ
Ｒ

販
売
、
観
光
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
寄
与
し
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

返
礼
品
事
業
者
の
公
募
制
導

入
、
寄
附
金
額
の
見
直
し
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の

導
入
、
新
規
就
農
者
応
援
企

画
の
実
施
な
ど
、
積
極
的
な

事
業
展
開
を
さ
れ
て
い
る
。

更
な
る
寄
附
額
の
増
や
地
域

の
活
性
化
に
結
び
つ
く
新
た

な
取
組
を
期
待
す
る
。

平
成
32
年
度
ま
で
指
定
管
理

の
委
託
が
決
定
し
て
お
り
、

引
き
続
き
公
の
施
設
と
し
て

そ
の
施
設
の
設
置
目
的
が
達

成
さ
れ
る
よ
う
、
適
正
な
管

理
運
営
の
継
続
に
留
意
さ
れ

た
い
。

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

平
成
27
年
10
月
13
日
正
式
に

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
へ
加

入
と
な
っ
た
。
今
後
、
同
組

合
の
進
捗
等
に
関
す
る
様
々

な
情
報
の
速
や
か
な
提
供
を

求
め
る
。
桜
山
最
終
処
分
場

は
、
既
に
埋
め
立
て
ら
れ
た

ご
み
破
砕
処
理
に
取
り
組
ま

れ
た
こ
と
が
減
容
化
に
つ
な

が
り
、
最
終
処
分
場
の
延
命

化
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
評
価

す
る
。
新
た
な
処
理
施
設
に

よ
る
供
用
開
始
ま
で
は
、
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
最
終

処
分
場
の
維
持
延
命
が
図
ら

れ
る
よ
う
減
容
に
向
け
、
住

民
啓
発
活
動
の
推
進
を
望

ご
み
処
理
の
実
態

建
設
事
業
の
実
態

国
庫
補
助
の
建
設
事
業
等
に

つ
い
て
は
、
積
雪
寒
冷
の
北

海
道
と
い
う
地
域
性
に
お
け

る
適
期
施
工
に
配
慮
し
た
早

期
事
業
採
択
を
要
請
す
る
。

町
単
独
事
業
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
早
期
発
注
と
地
元
優

先
、
発
注
時
期
の
バ
ラ
ン
ス

に
配
慮
を
望
む
。
発
注
業
者

に
対
す
る
雇
用
労
働
者
の
労

働
条
件
に
つ
い
て
も
、
可
能

な
限
り
の
指
導
等
に
配
慮
さ

れ
た
い
。
公
営
住
宅
の
建
て

替
え
は
、
入
居
者
の
意
見
等

が
反
映
さ
れ
る
よ
う
取
り
組

ま
れ
た
い
。

む
。
同
組
合
に
よ
る
ご
み
処

理
が
開
始
と
な
っ
た
時
点

で
、
ご
み
の
排
出
を
町
民
が

適
正
か
つ
円
滑
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
早
い
段
階
か
ら
情

報
の
提
供
、
周
知
の
徹
底
を

求
め
る
。

ま
ち
の
魅
力
を
町
内
外
の
若

者
世
代
に
発
信
す
る
こ
と
が

肝
要
で
あ
り
、
第
６
次
総
合

計
画
で
は
、
若
者
定
住
対
策

に
24
事
業
を
重
点
施
策
と
位

置
付
け
て
い
る
。
今
後
さ
ら

な
る
調
査
研
究
に
よ
る
効
果

的
な
施
策
を
期
待
す
る
。

若
者
定
住
事
業

教
育
制
度
の
変
更

指
定
管
理
者
制
度

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

議
会
広
報
誌
「
く
り
や
ま
議

会
だ
よ
り
」
を
４
回
、
臨
時

号
１
回
発
行
し
た
。
引
き
続

き
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
興
味

を
持
っ
て
読
ん
で
も
ら
え
る

紙
面
作
成
に
取
り
組
む
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催

し
、
役
割
の
説
明
、
議
会
運

営
へ
の
ご
意
見
等
、
協
力
依

頼
を
す
る
。
議
会
だ
よ
り
へ

議
会
広
報
編
集
及
び
発
行

議
会
広
報
・
広
聴
の

調
査
及
び
政
策
提
言

の
意
見
を
今
後
の
紙
面
づ
く

り
に
活
か
す
。
ま
た
、
意
見

等
を
聴
取
す
る
場
合
、
丁
寧

な
説
明
に
心
掛
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

議
会
広
聴
の
実
施

町
民
の
声
、
意
見
等
を
町
政

に
対
す
る
政
策
提
言
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

検
討
す
る
。
議
会
報
告
会
に

町
民
の
皆
さ
ん
が
足
を
運
ん

で
く
れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る

取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

本
町
に
お
い
て
は
前
教
育
長

の
任
期
満
了
後
に
新
教
育
長

制
度
に
移
行
さ
れ
た
。
改
正

法
の
施
行
に
伴
い
教
育
行
政

の
執
行
責
任
が
明
確
に
な
り

速
や
か
な
対
応
が
可
能
に
な

る
も
の
で
あ
る
。
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検証作業の経過

③議会広報の充実
・議会運営等の活動が活
発にされていても、伝わ
らなければ意味を失うの
で、広報活動にもっと工
夫して多くの町民に活動
内容を知ってもらう努力
を継続して欲しい。

くりやまぎかいだより№ 147 6

平成 18 年５月に栗山町議会基本条例が制定され、今年で 10 年が経過します。
節目の年を迎えるに当たり、議会では、条例の目的が達成されているか今
回初めて町民の意見等含め評価・検証を進めています。

検証！！議会基本条例
～見直し作業中間報告

年　月　日 会　議　等 内　　　容
平成 27 年 12 月　9 日 第 1 回議会改革推進会議 見直しスケジュール、方法及び手順等

12 月 17 日 議会モニター会議
平成 28 年　2 月   1 日 町民意見（パブリックコメント募集） ホームページ・議会だより

2 月   9 日 第 2 回議会改革推進会議 評価・検証
2 月 18 日 議員研修会 講師　北海道大学名誉教授　神原　勝氏
2 月 25 日 第 3 回議会改革推進会議 評価・検証
2 月 29 日 第４回議会改革推進会議 評価・検証
3 月 10 日 議会改革検討特別委員会 課題のまとめ

3 月 22 ～ 25 日 議会報告会 町民意見の聴取
4 月 12 日 第 5 回議会改革推進会議 見直しに向けての課題

議会モニターの評価、意見等
①議員の活動
原則
・定例会での発言
者が少ないのは残
念。町民の声を日
常、的確に聴いて
議会に反映できる
はず。

②町民参加及び町民との連携
・条例の見直しより、議員が町民に争点などの情報を周知する責務が
不十分。如何に町民に周知するかが課題。
・一番大切な一般会議の開催が最近ない。昨年の新聞報道では、政務
活動費の増額の件で、モニター会議が一般会議をしたことのように掲
載されていたが言語道断。町民への意見聴取が必要であった。一般会
議は、町政に意見を述べる有効な仕組みで、開催の要望は簡単にし開
催に関する周知と会議内容を周知することが大切。
・議会報告会は、今後も続けて欲しい。地域ごとで開催しているが、
まちづくり協議会を対象に行ってはどうか。
・議会報告会は、議会だより、ホームページを見ればいいので、参加
者が少ないことから必要とは思わない。町民が議員に意見や要望を言
える場にして欲しい。

議会モニター会議



③議員の政治倫理
・議会基本条例第２３条に議
員の政治倫理があるにも関わ
らず、昨年、議会議員政治倫
理条例を制定したことが納得
できない。

項目 達成度 方向性 議員の意見等 運用における課題等

情報公開と説明責任 ○ 継続
・ホームページによる周知は十分な情報提供とは言えない
・活動後の情報公開は広報誌等で実施しているが、決定前
の周知が不十分。

決定前の情報公開の検討

政務活動費の活用による
活動状況の報告 ○ 継続 ・第三者や議会モニターによる監査を条例に加 えては。

・政務活動費による成果の公表を検討しては。 ―

議決事項の追加の検討 ○ 改善
・基本構想と基本計画は、議会の議決の対象となっている。
議会基本条例では、栗山町における総合的かつ計画的な行
政運営を図るための基本構想及び総合計画となっている。
進行管理計画は議決事項になっていない。

―

町民各層との議員研究会 △ 継続 ・町民各層との議員研究会を開催していない。 町民各層との議員研究会
の開催検討

議会広報の充実 ○ 継続 ・議会だよりの感想や意見を取り入れる方法を検討しては 議会だよりの感想意見を
取り入れる方法の検討

くりやまぎかいだより№ 1477

浮かびあがった課題
１．情報公開に関し決定前に関しては不十分ではないか。
２．第 6 条に掲げられている項目の積極的な活用（予算・決算ともに）
３．政策評価の具体的仕組みの検討
４．政務活動費による成果の見せ方
５．議会だよりについて町民から感想や意見を聴く場の設定
６．さまざまな広聴活動の充実と政策提案へつなげる仕組みづくり
７．自由討議の充実
８．通年議会・文書質問の条項の新設

議会議員の評価・検証（抜粋）

①基本条例の見直し
・見直しは、検討の結果問題点
があればなされるものではない
か。それによる問題点も示され
ず見直しに関する評価・意見を
問うのは理解できない。第２６
条を正確に反映したものとは言
えないのではないか。
・不具合があっての見直しか。
どのような問題か。どのように
改正するのか。見直しの前に検
証が先ではないか。

②町民参加及び町民との連携
・一般会議を設置するなど、町民
参加できるように措置するとなっ
ているが、町民に周知されないま
ま議員だけで開催し、参加しても
発言が許されず有名無実となって
いる。
・議会報告会は、結果報告と言い
訳で、町民の意見を聴取して議会
運営の改善を図る趣旨からはほど
遠い。

以上のことから、議会は課題解決に向け、今後も議会改革推進会議を中心に検
討を進めていきます。なお、ご意見、ご要望のある方は、議会事務局（役場庁
舎３階）までお問い合わせください。　☎ 0123-73-7517　Fax 0123-72-1233

パブリックコメントの募集結果

※議会改革推進会議でまとめたものです。



①障がい者雇用率の現状は
②町長の海外視察は

６議員が一般質問
千葉清己議員

大井賢治議員　
①ＴＰＰ対策事業のあり方は

楢崎忠彦議員

①「広報くりやま」の編集は
②「くりやま若者会議」の設置を

町
政
に

こ
こ
が
聞
き
た
い

重山雅世議員　
①官製ワーキングプアをなくすために
②ＴＰＰに対する本町独自の対策は

三田源幸議員

①ふるさと教育の展開は

佐藤則男議員

①ピロリ菌検査と除菌による胃がん対策を
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雇
用
支
援

  障がい者雇用率の現状は
法定雇用障がい者数は満たしている

議
員　

平
成
25
年
度
に
障
が

い
者
雇
用
率
が
民
間
事
業
所

で
２
・
０
％
、
自
治
体
で
は

２
・
３
％
に
改
正
さ
れ
た
が

本
町
の
実
態
は

①
栗
山
町
役
場
で
の
障
が
い

者
の
雇
用
の
現
状
は
。

②
町
内
の
50
名
以
上
の
事
業

所
の
現
状
は
。

町
長　

①
平
成
27
年
６
月
１

日
現
在
、
正
職
員
、
嘱
託
職

員
、
臨
時
職
員
な
ど
、
法

定
雇
用
障
が
い
者
数
の
基

礎
と
な
る
対
象
職
員
数
は
、

１
８
４
・
５
名
で
、
法
定
雇

用
率
２
・
３
％
を
乗
じ
る

と
、
本
町
は
４
名
と
な
る
。

　

役
場
で
は
２
名
の
重
度
の

身
体
障
が
い
者
が
勤
務
し
て

お
り
、重
度
の
障
が
い
者
は
、

１
名
で
２
名
の
雇
用
と
み
な

さ
れ
法
定
雇
用
障
が
い
者
数

を
満
た
し
て
い
る
。

②
市
町
村
別
の
公
表
は
さ
れ

て
い
な
い
が
、
本
町
を
所
管

す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
千
歳
管

内
で
は
89
企
業
の
う
ち
、
60

企
業
が
達
成
し
て
お
り
、
達

成
割
合
は
67
・
４
％
で
あ
る
。

　
　

　

千葉清己 議員

くりやまぎかいだより№ 147

海外視察

海
外
の
行
政
視
察
は
必
要

町
長
の
海
外
視
察
は

　
議
員　

町
長
は
毎
年
の
よ
う

に
海
外
視
察
に
行
っ
て
い

る
。
第
６
次
総
合
計
画
に
反

映
さ
せ
る
た
め
と
の
事
だ
っ

た
が
、
既
に
第
６
次
総
合
計

画
も
２
年
目
に
入
り
、
事
業

を
展
開
す
る
時
期
に
来
て
い

る
。
今
後
、
海
外
視
察
は
必

要
な
い
と
考
え
る
が
。

町
長　

就
任
し
て
以
来
、
３

回
海
外
視
察
を
行
っ
て
い

る
。
平
成
24
年
度
は
、
循
環

型
社
会
の
形
成
、
街
並
み

や
農
村
景
観
を
目
的
に
ド

イ
ツ
・
ス
イ
ス
へ
職
員
２

名
と
視
察
し
、
経
費
は
約

１
７
５
万
円
。
平
成
26
年
度

は
、
産
業
や
観
光
振
興
の
展

開
に
よ
る
地
域
活
性
化
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
的

に
フ
ラ
ン
ス
へ
職
員
２
名
と

視
察
し
約
２
２
０
万
円
。
平

成
27
年
度
は
、
市
民
活
動
、

環
境
活
動
、
地
産
地
消
の
活

動
に
よ
る
戦
略
的
な
地
域
づ

く
り
や
、
雇
用
創
出
に
よ
る

地
域
創
生
の
取
り
組
み
を
目

的
に
、
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ

へ
職
員
２
名
と
視
察
し
約

４
８
０
万
円
で
あ
る
。

　

海
外
視
察
は
、
当
初
か
ら

総
合
計
画
の
目
的
で
実
施
し

て
お
ら
ず
、
本
町
を
取
り
巻

く
社
会
環
境
は
、
厳
し
い
状

況
で
多
く
の
地
域
課
題
を
抱

え
て
い
る
中
で
速
や
か
な
課

Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｑｕｅｓｔｉｏｎ

再
質
問　

総
合
計
画
に
な
い

事
業
を
実
施
す
る
の
は
問
題

で
は
な
い
か
。

町
長　

総
合
的
見
地
か
ら
検

討
し
た
の
で
問
題
は
な
い
。

9

題
解
決
の
対
応
や
総
合
計
画

を
確
実
に
推
進
す
る
た
め
、

国
内
外
の
行
政
視
察
は
必
要

と
考
え
る
。

視察先のひとつ、米国オレゴン州ポートランド州立大学
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３月定例会　一般質問

農
業
支
援

あらゆる機会を通じて国に対し要請

議
員　

本
年
一
月
に
な
っ
て

農
水
省
は
平
成
27
年
度
補
正

予
算
に
よ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
事

業
の
一
環
と
し
て
、
農
業
者

向
け
に
「
担
い
手
確
保
・
経

営
強
化
支
援
事
業
」と
称
し
、

町
産
業
振
興
課
を
窓
口
に
短

期
間
で
、
本
事
業
の
取
組
み

に
関
す
る
要
望
の
取
り
ま
と

め
を
行
っ
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
農
業
機

械
や
施
設
導
入
等
を
予
定

し
、
本
事
業
の
活
用
を
希
望

す
る
者
は
、
関
係
書
類
を
期

日
ま
で
に
提
出
、
上
限
額
が

法
人
で
３
千
万
円
、
個
人
は

１
千
５
百
万
円
で
、
そ
れ
ぞ

れ
取
得
額
の
２
分
の
１
以
内

の
助
成
と
の
事
。

　

承
知
の
と
お
り
、
昨
年
Ｔ

Ｐ
Ｐ
が
決
定
し
、
農
業
者
に

と
っ
て
は
不
安
が
拭
え
な
い

町
長　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に

よ
り
、
特
に
輸
入
農
産
物
の

関
税
撤
廃
や
削
減
で
国
内
産

農
産
物
価
格
の
下
落
や
生
産

意
欲
の
衰
退
な
ど
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　

国
の
対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
「
担
い
手
確
保
・
経
営
強

化
支
援
事
業
」
が
あ
る
。
今

年
一
月
、
農
業
者
へ
周
知
・

要
望
受
付
を
実
施
。
申
請
者

は
23
経
営
体
、
補
助
金
ベ
ー

ス
で
は
、
１
億
３
０
０
０
万

円
で
あ
っ
た
が
、
国
の
予
算

が
約
53
億
円
と
非
常
に
少

な
く
本
町
に
は
配
分
さ
れ
な

か
っ
た
。

　

道
へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

本
事
業
の
補
助
金
配
分
は
、

担
い
手
確
保
や
経
営
改
善
等

の
取
組
み
状
況
を
ポ
イ
ン
ト

化
し
、
地
区
毎
に
申
請
者
の

平
均
点
数
を
算
出
し
、
点
数

の
高
い
地
区
か
ら
順
に
配
分

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
農
業

者
も
非
常
に
期
待
さ
れ
て
い

た
事
業
で
、
残
念
な
結
果
で

あ
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
国
に
お
い

て
、
も
っ
と
多
く
の
予
算
付

け
を
す
べ
き
で
、
今
後
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
Ｔ
Ｐ
Ｐ

対
策
に
関
す
る
予
算
確
保
や

農
業
者
の
育
成
、
支
援
に
よ

り
一
層
の
強
化
を
国
に
対
し

要
請
す
る
。

　

な
お
、
新
た
な
支
援
策
が

創
設
さ
れ
た
の
で
、農
業
者
、

関
係
機
関
、
団
体
と
も
協
力

し
、
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
積
極
的
に
取
り
組
む
。

大井賢治 議員
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   ＴＰＰ対策事業のあり方は

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を
要約して載せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議
会事務局までお問い合わせください。

質問は要約されています

中
、
国
の
対
策
に
注
視
し
て

い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
本
町
の
要
望

し
た
農
業
者
は
「
全
員
不
採

択
」
と
の
通
知
、
由
仁
町
も

不
採
択
。
地
方
自
治
体
の
職

員
を
使
い
農
業
者
を
混
乱
さ

せ
、
国
だ
け
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策

を
行
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な

ひ
と
り
歩
き
独
り
よ
が
り
の

事
業
で
あ
り
、
本
町
が
不
採

択
と
な
っ
た
理
由
や
、
助
成

金
が
ど
こ
に
向
け
ら
れ
た
の

か
是
非
調
べ
て
い
た
だ
き
、

調
査
し
た
結
果
を
町
長
は
ど

う
考
え
る
か
。

日本農業を支える北の大地
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雇
用
支
援

官製ワーキングプアをなくすために
理解を得る努力をしていく

議
員　

安
倍
政
権
の
３
年
間

で
正
規
職
員
が
減
少
す
る
一

方
、
非
正
規
職
員
が
増
加
と

な
っ
た
。
本
町
の
給
与
所
得

課
税
標
準
額
２
０
０
万
未
満

の
人
数
は
全
体
の
８
割
前
後

と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
町
が

発
注
す
る
委
託
業
務
、
指
定

管
理
者
制
度
に
お
い
て
も
、

パ
ー
ト
や
臨
時
労
働
者
の
割

合
も
多
い
。
本
町
も
臨
時
職

員
の
賃
金
単
価
は
近
隣
町
と

比
較
し
て
専
門
職
が
低
い
と

思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
今
年
２
月
か
ら
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
は
平

均
で
６
・
７
％
引
き
上
げ
ら

れ
、
４
年
前
と
比
較
す
る
と

額
に
し
て
５
千
円
以
上
単
価

が
上
が
っ
て
い
る
。

　

昨
年
３
月
の
議
会
答
弁
で

は
、
労
務
単
価
の
賃
金
引
上

げ
が
一
部
の
企
業
で
行
わ
れ

て
い
な
い
の
で
指
導
す
る
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
が
以
下
３

点
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

①
下
請
け
に
至
る
ま
で
の
積

算
さ
れ
て
い
る
労
務
単
価
に

基
づ
き
賃
金
の
引
き
上
げ
や

社
会
保
険
の
加
入
も
な
さ
れ

た
か
の
確
認
は
。

②
道
は
、
落
札
業
者
に
支
払

う
賃
金
の
予
定
額
を
出
さ

せ
、
設
計
労
務
単
価
の
90
％

を
下
回
る
場
合
は
特
別
の
調

査
対
象
と
す
る
と
し
て
い
る

が
、
本
町
も
同
様
の
対
応
を

行
っ
て
は
。

③
公
契
約
条
例
制
定
な
ど
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
な
く

す
た
め
の
具
体
的
な
対
策
の

検
討
は
。

町
長　

①
賃
金
引
き
上
げ
、

社
会
保
険
加
入
の
確
認
は
、

改
め
て
行
っ
て
い
な
い
が
、

入
札
な
ど
の
機
会
を
通
じ
、

企
業
に
対
し
適
正
な
賃
金
水

準
の
確
保
や
社
会
保
険
加
入

の
要
請
、
指
導
を
行
っ
て
き

て
い
る
。
公
共
工
事
を
発
注

す
る
行
政
の
立
場
と
し
て
今

後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通

じ
、
企
業
側
の
理
解
を
得
る

努
力
を
し
た
い
。

②
他
自
治
体
の
取
り
組
み
を

調
査
し
、
受
注
企
業
側
の
意

見
や
地
域
性
な
ど
も
十
分
考

慮
し
な
が
ら
判
断
し
た
い
。

③
最
低
制
限
価
格
制
度
の
ほ

か
、
入
札
価
格
制
度
や
総
合

評
価
方
式
の
導
入
を
検
討
な

ど
低
価
格
競
争
や
ダ
ン
ピ
ン

グ
を
防
ぐ
入
札
制
度
の
改
革

を
進
め
て
か
ら
そ
の
次
に
公

契
約
条
例
を
検
討
す
る
。

議
員　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
と
合

意
の
全
体
像
を
国
会
や
国

民
に
明
ら
か
に
し
な
い
ま

ま
、
２
月
４
日
調
印
し
、

批
准
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

大
筋
合
意
で
農
林
水
産
物

の
関
税
撤
廃
率
は
81
％
に

お
よ
び
、
重
要
５
項
目
で

も
３
割
の
品
目
が
関
税
撤

廃
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

農
産
物
だ
け
で
は
な
く
工

業
製
品
や
医
療
、
金
融
、

労
働
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野

を
対
象
と
し
て
お
り
、
ア

メ
リ
カ
中
心
の
多
国
籍
企

業
の
都
合
に
あ
わ
せ
国
の

あ
り
方
そ
の
も
の
を
変
え

る
も
の
で
あ
る
。

　

政
府
の
試
算
は
需
要
は

一
定
で
輸
入
は
増
え
な
い

と
の
前
提
に
な
っ
て
お
り
、

関
税
が
ゼ
ロ
に
な
っ
て
も

輸
入
が
増
え
な
い
こ
と
自

体
考
え
ら
れ
ず
、
農
業
団

重山雅世議員
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体
も
効
果
を
過
大
評
価
し
影

響
を
過
小
評
価
し
た
欺
瞞
に

満
ち
た
政
治
的
試
算
と
抗
議

の
声
を
あ
げ
て
い
る
。

　

道
農
民
連
盟
は
、
道
が
米

の
生
産
減
少
額
を
ゼ
ロ
と
試

算
し
た
こ
と
に
対
し
て
再
検

証
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

し
た
。
以
下
２
点
に
対
す
る

見
解
は
。

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
は
国
会

決
議
に
違
反
だ
と
思
う
か
。

②
新
規
就
農
者
を
含
め
農
業

者
が
不
安
な
く
農
業
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

本
町
に
ふ
さ
わ
し
い
町
独
自

の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
は
。

農業支援

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
本
町
独
自
の
対
策
は

独
自
の
農
業
振
興
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

町
長　

①
国
会
決
議
が
完
全

に
遵
守
さ
れ
て
い
る
と
は
考

え
て
い
な
い
。

②
国
が
責
任
を
持
っ
て
対
策

を
す
べ
き
と
考
え
る
。
本
町

で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
結
果
い
か

ん
に
問
わ
ず
、
過
去
か
ら
独

自
の
農
業
振
興
策
に
取
り
組

ん
で
お
り
農
業
振
興
公
社
や

農
業
者
を
交
え
て
議
論
を
重

ね
将
来
的
な
農
業
の
危
機
的

状
況
を
踏
ま
え
た
様
々
な
対

策
を
行
っ
て
お
り
現
段
階
に

お
い
て
は
特
別
な
対
策
を
講

じ
る
考
え
は
な
い
。

11

ＴＰＰ反対看板
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情
報
発
信

議
員　

町
政
執
行
方
針
５
つ

の
基
本
目
標
、
５
点
目
の
町

民
の
絆
が
織
り
な
す「
感
謝
」

の
心
か
よ
う
ふ
る
さ
と
づ
く

り
の
推
進
に
、
多
様
な
世
代

が
町
政
に
参
加
で
き
る
機
会

の
充
実
を
掲
げ
て
い
る
。
栗

山
町
の
将
来
を
担
う
の
は
子

ど
も
た
ち
で
あ
る
。
子
ど
も

た
ち
の
視
点
か
ら
地
域
を
観

察
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
な

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
毎
月
発
行
さ
れ
る

広
報
く
り
や
ま
に
小
・
中
・

高
生
、
青
年
団
体
等
の
視
点

か
ら
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
る

コ
ー
ナ
ー
を
常
設
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

町
長　

広
報
く
り
や
ま
に
関

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
各
世
代

の
声
を
数
多
く
特
集
し
、
紹

介
し
て
き
た
。
若
者
目
線

に
よ
る
掲
載
コ
ー
ナ
ー
常
設

は
、
本
町
が
進
め
る
「
心
か

よ
う
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
に

も
繋
が
る
の
で
、
今
後
、
広

報
く
り
や
ま
を
通
し
て
、
若

者
目
線
に
立
っ
た
情
報
発
信

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

コ
ー
ナ
ー
常
設
に
つ
い
て
、

生
徒
や
学
生
た
ち
と
協
議
す

る
な
ど
常
設
が
可
能
か
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

執
行
方
針
で
は
、
新

し
い
時
代
を
切
り
拓
き
、
未

来
を
創
る
主
役
は
い
つ
の
時

代
も
子
ど
も
と
若
者
で
あ
り

ま
す
と
表
明
さ
れ
て
い
る
。

地
域
の
魅
力
発
見
に
大
事
な

の
は
、
人
間
力
、
人
と
人
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　

現
在
、
本
町
で
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
、
新
し
く
発

足
す
る
く
り
や
ま
ち
ょ
う
Ｐ

Ｒ
隊
、
広
域
連
携
事
業
を
通

し
て
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
加
え
、
各
青
年
団
体
、
高

校
生
、
子
育
て
世
代
等
の
参

加
に
よ
る
若
者
世
代
の
声

を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

る
、
く
り
や
ま
若
者
会
議
の

設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長　

本
町
で
は
今
年
か
ら

若
者
・
子
育
て
世
代
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
た
、
く
り
や
ま

若
者
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

本
事
業
は
、
ま
ち
へ
の
愛

着
を
高
め
、
ま
ち
の
魅
力
を

町
内
外
の
若
者
、
子
育
て
世

代
へ
効
果
的
か
つ
継
続
的
に

発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
」

と
思
う
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

の
定
着
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

楢崎忠彦 議員
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広報くりやまの編集は

若者目線に立った情報発信の強化

若者定住
若
者
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
展
開

く
り
や
ま
若
者
会
議
の
設
置
を

　

本
事
業
の
展
開
を
中
心
に

取
り
組
み
を
進
め
、
行
動
す

る
若
者
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
現
段
階

に
お
い
て
、
く
り
や
ま
若
者

会
議
の
設
置
は
考
え
て
い
な

い
。

若者定住 PR ポスターの作成風景
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教
育
推
進

ふるさと教育の展開は
介護福祉学校・小中高校との連携

議
員　

本
町
は
平
成
27
年
度

か
ら
、
満
18
歳
ま
で
医
療
費

の
公
費
負
担
や
栗
山
高
等
学

校
の
生
徒
が
各
種
資
格
取
得

す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
な
ど
、
子
育
て
対
策
、
教

育
費
の
負
担
軽
減
幅
を
広
げ

て
き
た
。

　

平
成
28
年
２
月
27
日
の
北

海
道
新
聞
報
道
で
、
北
海
道

教
育
委
員
会
が
本
年
度
か
ら

始
め
た
「
小
中
高
一
貫
ふ
る

さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
推
進
事

業
」
の
研
究
校
に
、
当
町
が

空
知
管
内
で
唯
一
指
定
さ
れ

た
と
あ
っ
た
。
そ
こ
で
次
の

点
に
つ
い
て
見
解
は
。

①
事
業
内
容
や
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

②
小
中
高
一
貫
ふ
る
さ
と

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
栗
山
町
の

独
自
性
の
あ
る
ふ
る
さ
と
教

育
と
す
る
た
め
、
介
護
福
祉

学
校
を
加
え
る
展
開
は
。

③
地
元
の
田
畑
か
ら
収
穫
さ

れ
た
、
安
全
・
安
心
な
米
や

野
菜
を
原
料
と
し
て
使
用
し

た
給
食
で
の
食
育
を
、
栗
山

高
等
学
校
と
介
護
福
祉
学
校

へ
も
広
げ
る
考
え
は
。
長
期

に
わ
た
り
ふ
る
さ
と
の
味
を

知
っ
て
も
ら
え
る
こ
と
で
ふ

る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
も

役
立
つ
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

①
本
事
業
は
北
海

道
教
育
委
員
会
の
新
規
事
業

で
あ
り
、
地
域
の
未
来
を
担

う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

地
方
公
共
団
体
や
地
域
の
産

業
界
、
関
係
機
関
等
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
小
中
高

校
を
研
究
指
定
校
に
定
め
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
る
事
業
で
あ
る
。

　

今
後
は
空
知
管
内
地
域
未

来
づ
く
り
会
議
を
設
置
・
開

催
し
、
全
体
計
画
の
作
成
、

職
業
体
験
等
、
小
中
高
校
12

年
間
を
見
通
し
た
キ
ャ
リ
ア

ノ
ー
ト
の
作
成
、
学
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
取
り

組
み
状
況
や
成
果
等
の
情
報

提
供
等
今
後
２
年
間
で
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。

②
本
事
業
は
、
道
立
高
等
学

校
が
中
心
と
な
り
、
小
中
校

も
研
究
指
定
校
と
し
て
本
年

度
よ
り
３
カ
年
で
実
施
す
る

事
業
で
あ
り
、
介
護
福
祉
学

校
を
加
え
た
展
開
は
困
難
と

考
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
事
業
に
と

ら
わ
れ
ず
小
中
高
校
で
の
連

携
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

三田源幸議員

くりやまぎかいだより№ 147

③
地
産
地
消
で
安
全
・
安
心

な
給
食
で
の
食
育
は
大
変
重

要
だ
と
考
え
る
。

　

し
か
し
、
現
段
階
で
は
両

校
よ
り
給
食
提
供
の
要
請
は

な
く
、
ま
た
、
給
食
を
提
供

す
る
と
し
た
場
合
、
両
校

と
も
給
食
を
受
け
入
れ
る
専

門
の
出
入
り
口
等
の
校
舎
施

設
の
整
備
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
、
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
や
調
理
員
の
配
置

な
ど
か
ら
現
在
は
給
食
提
供

は
困
難
と
判
断
す
る
。

議会中継をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。
http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/gikai/index.html
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介護福祉学校で小学生の介護体験
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３月定例会　一般質問

が
ん
対
策

正しい知識の周知を行う

議
員　

全
国
で
約
11
万
人
が

胃
が
ん
を
発
症
し
、
お
よ
そ

５
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
。
検
診
に
よ
る
早
期
発
見
、

医
療
の
進
歩
に
よ
り
胃
が
ん

発
生
率
や
死
亡
率
は
減
少
を

続
け
て
い
る
が
、
高
齢
者
人

口
の
増
加
に
伴
い
胃
が
ん
の

死
亡
者
数
は
増
え
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
過
ぎ
に
は
、

胃
が
ん
患
者
の
死
亡
者
数
は

７
万
人
に
達
す
る
可
能
性
が

高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
研

究
に
よ
り
胃
が
ん
の
95
％
以

上
が
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
に
よ

る
も
の
で
、
ピ
ロ
リ
菌
を
除

菌
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
予
防

で
き
る
。
平
成
25
年
か
ら
ピ

ロ
リ
菌
感
染
者
の
治
療
は
、

保
険
診
療
が
可
能
に
な
り
、

北
海
道
大
学
大
学
院
特
任
教

授
の
浅
香
正
博
氏
は
、
委
縮

性
胃
炎
の
大
半
が
ピ
ロ
リ
菌

感
染
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

除
菌
が
必
要
と
提
言
し
て
い

る
。

　

本
町
に
お
け
る
死
亡
原
因

の
中
で
も
胃
が
ん
が
上
位
と

な
っ
て
い
る
。
ピ
ロ
リ
菌
へ

の
感
染
時
期
は
ほ
と
ん
ど
が

乳
幼
児
期
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
感
染
経
路
の
一
つ

に
親
か
ら
子
へ
な
ど
の
家
庭

内
感
染
が
疑
わ
れ
て
い
る
。

本
町
も
新
た
に
中
学
２
、３

年
生
を
対
象
に
し
た
ピ
ロ

リ
菌
検
査
費
用
助
成
が
決
ま

り
、
将
来
の
医
療
効
果
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。

　

今
回
、
対
象
に
な
ら
な

か
っ
た
青
少
年
及
び
成
年
層

も
助
成
対
象
に
加
え
、
検
査

と
除
菌
奨
励
を
推
進
す
る
事

が
町
全
体
の
が
ん
撲
滅
に
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

町
長　

本
年
度
、
北
海
道
大

学
大
学
院
医
学
研
究
科
特
任

講
師
の
指
導
、
支
援
、
栗
山

赤
十
字
病
院
の
協
力
を
得
て

本
町
に
住
所
を
有
す
る
中
学

２
、３
年
生
を
対
象
に
中
学

生
ピ
ロ
リ
菌
検
査
・
除
菌

治
療
費
助
成
事
業
を
実
施
し

た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
新

た
に
予
算
を
計
上
し
、
本
町

の
単
独
事
業
と
し
て
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。
青
少
年
及

び
成
年
層
へ
の
検
査
費
用
の

助
成
は
、
保
険
診
療
が
可
能

で
あ
り
、
栗
山
赤
十
字
病
院

で
実
施
し
て
い
る
検
診
時
に

合
わ
せ
て
実
施
可
能
な
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査
で
ピ
ロ
リ
菌
検

査
を
低
額
で
受
け
る
こ
と
が

可
能
な
こ
と
か
ら
助
成
は
考

え
て
い
な
い
。

　

検
査
、
除
菌
奨
励
は
、
ピ

ロ
リ
菌
が
胃
の
疾
患
の
原
因

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
ピ
ロ
リ
菌
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
の
周
知
を
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
健
康

教
育
等
で
行
っ
て
い
く
。

佐藤則男議員

ピロリ菌オプション検査費用（平成 28 年度保健サービスガイドより）

  ピロリ菌検査と除菌による胃がん対策を

栗山町胃がんフォーラム（ピロリ菌って何？）



解説

政務活動費

出
来
事
・
話
題

　

速
報
！
議
会
報
告
会
終
る

平
成
17
年
よ
り
始
め
た
議
会

報
告
会
は
本
年
で
12
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
４
日
間
に
わ

た
り
全
議
員
が
３
班
に
分

か
れ
て
町
内
12
カ
所
へ
出
向

き
、
２
２
４
名
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

１
年
間
、
議
会
で
決
定
し

た
こ
と
、
新
規
事
業
や
地
域

の
皆
さ
ん
が
関
心
が
高
い
も

の
を
優
先
し
て
説
明
し
、
た

く
さ
ん
の
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
・
要
望
の

う
ち
、
行
政
に
対
す
る
も
の

は
後
日
町
長
へ
文
書
に
よ
る

回
答
を
要
請
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
報
告
会

の
詳
細
は
、
次
号
の
８
月
１

日
号
に
掲
載
す
る
予
定
で

す
。

月　日 会　　場 参加者数

3 月 22 日（火）
カルチャープラザ 　１３
大井分公民館 　　８
南学田公民館 　　７

3 月 23 日（水）
鳩山中央公民館 　１９
南部公民館 　５４
総合福祉センター 　１６

3 月 24 日（木）
日出生活館 　１５
松栄団地集会所 　５４
角田農村環境改善センター 　１３

3 月 25 日（金）
山の手会館 　　８
北海道介護福祉学校 　　３
円山地域文化センター 　１４
合　　計 　 ２２４

平成 27 年度政務活動費収支報告

議員名
支出内訳

合　計
調査研究費 研修費 資料購入費 広報費 事務費

大 西 0 196440 21198 0 0 217638

友 成 76410 80080 11706 0 0 168196

楢 崎 76410 79920 54248 0 0 210578

佐 藤 0 289160 12900 0 0 302060

重 山 67090 85920 25632 0 0 178642

置 田 76410 0 28024 0 0 104434

大 井 0 196440 22644 0 0 219084

千 葉 0 228640 2830 0 0 231470

土 井 0 409750 35738 0 0 445488

三 田 0 225100 19311 0 0 244411

藤 本 0 196680 29916 0 0 226596

鵜 川 0 330760 123542 0 0 454302

調
査
研
究
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
と
し
て
報
酬
と
は

別
に
議
員
１
人
当
た
り
年
額
24
万
円
を
上
限
に
交
付
さ

れ
て
い
ま
す
。
議
員
の
自
己
研
さ
ん
と
資
質
向
上
を
積

極
的
に
図
る
と
と
も
に
、
政
務
活
動
を
行
っ
た
四
半
期

ご
と
の
後
払
い
方
式
で
、
第
三
者
の
専
門
的
知
識
を
有

す
る
者
に
よ
る
監
査
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

【単位：円】

くりやまぎかいだより№ 147

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
実
行
委

員
会
よ
り
、
も
っ
と
も
印
象

深
い
取
組
み
と
し
て
、
第
十

回
記
念
特
別
表
彰
に
選
ば

れ
、
４
月
11
日
に
伝
達
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞

第
10
回
記
念
特
別
表
彰
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※合計の欄の金額が２４万円を超えている場合、その差額は自己負担。
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議会の予定

くりやまぎかいだより№ 147

「栗山を思う」
     　　上坂永子さん（中央３丁目）

　地域おこし、町おこしという言葉をよく耳にするようになり、改めて栗
山の魅力について見直すようになりました。
　恵まれた風土から生みだされる数多くの農産物。札幌、千歳、苫小牧に
近い交通アクセスの良さ。春夏秋冬、桜、新緑、紅葉、雪景色、季節の移
ろいを身近に感じられる自然環境。子育て支援、高齢化に対応した福祉施
策の取り組み。
　大小さまざまなイベントが一年中次々と開催されているのも、町外の方
に栗山を知ってもらうきっかけになっていると思います。
　恒例となって何十年も続いているお祭り、定期的な催し、飲んで食べて
見て聞いて参加して、楽しみ方もいろいろあります。
　栗山だけの問題ではなく地方の人口減少、少子高齢化による地域活動の
衰退、担い手不足、これらの課題に対して、地方創生政策が掲げられ、地
域おこし協力隊が、外からの視点から町おこしに協力してくださるのです。
栗山にも、くりやまちょうＰＲ隊が今年発足し、活動してくださっています。
　栗山に生まれ育ち、たくさんの恩恵を受けてまいりました。これからは、
栗山の良さをひとりでも多くの人に伝えて、栗山のファンになってもらえ
るように貢献していきたいと思っております。

議会の予定は変更になる場合がありま
す。議会事務局または議会ホームペー
ジでご確認ください。

　　　　は議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴
議会に行こう！

６月定例会の開会日

月　　 日～14６

町議会のくわしい情報は栗山町議会ホームページへ 栗山町議会 検索

2016 年 5 月１日発行

ひとこと

広報広聴常任委員会（広報小委員会）
委員長／三田源幸　副委員長／重山雅世
委　員／佐藤則男　大井賢治　千葉清己　土井道子

5 月 20 日（金） 空知町村議会議長会
定期総会

24 日 ( 火） 第４回臨時議会
30 日（月） 全国町村議会議長会

正副議長研修会（東京）
６月 9 日（木） 北海道町村議会議長会

定期総会
14 日（火） 第５回定例会

昨
年
、
東
京
か
ら
来
た
横
澤
さ
ん
は
、
す

っ
か
り
地
域
に
な
じ
ん
で
い
ま
す
。

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

撮
影　

千
葉

表紙の一枚！


